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て進入道を作る工事で、そういう現場では正

確に数量を拾うのも分かりやすい図面を作る

のも難しく、なかなか完成形をイメージし辛い

ものです。しかし、3次元を使えば正確なイ

メージも簡単に作り出せるし、いろいろな方

向から目で見て確認できます。それを皆で共

有できるのですから、現場のメリットの大きさ

は計り知れません。今ではどの現場でも率先

して使うようにしています（笑）。

■本当に便利だから、どの現場でもICTを

──早くから現場での3次元データ活用を？

中路氏●マシンガイダンスなどICT技術を使

い始めたのは3年前からで、ここが4現場目と

なります。当社では3次元の取組みはもっと以

前から、たぶん10年近く前からEX-TREND

武蔵でデータを作り、トータルステーションで

3次元測量していたと聞いています。だから、

i-Constructionで3次元データの活用が言

われるようになっても、自然に取り組めまし

た。というか、むしろ「3次元はこんなに便利

なんだから使わないと不安」という感覚で、

今では「これがないとやれない！」とさえ思っ

ています。

──福井コンピュータ製品はいつから？

中路氏●私は当社に来て約7年になります

が、入社時すでにEX-TREND武蔵がありま

した。そして、2016年にi-Construction現

場をやることになった時にTREND-POINT 

を入れ、現在はICT活用工事2本で使用して

います。実は全社的には他社CADが使われ

ているのですが、EX - T R E N D武蔵と 

TREND-POINTでないと3次元データを扱

えないし、武蔵もTREND-POINTもすごく使

いやすいので、私は極力武蔵を使っていま

す。今後i-Construction現場は増えていく

でしょうし、会社としても、おそらく 武蔵 と

TREND-POINTを次第に水平展開していく

ようになるのではないでしょうか。個人的には

まだ土工の現場しか経験がないので、いずれ

は建造物の現場でTREND-COREを使って

「見せる3次元」に取組んでみたいですね。

──なぜ3次元の活用をそこまで積極的に？

中路氏●前述の通り「本当に便利だから」とい

うのが一番の理由ですが、私の場合、3次元

の活用の仕方自体に強い好奇心があります。

ある作業で3次元を使ってみて「便利だな」と

実感すると、そこからどんどん欲が出てくる

　

んですね。次は「こうしてみたらどうだろ

う？」、失敗したら「何が原因だったのか？」と

どんどん追求したくなっていろいろ調べたり

聞いたりするようになったのです。それに、今

日の見学会もそうですが、新しい技術を披露

して皆を驚かせるのって楽しいじゃないです

か。現場で「おおーっ！」と歓声が上がるとワク

ワクします（笑）。

──これからi-Construction現場へ取組む方

にアドバイスを

中路氏●「やらされたから仕方なく」ではなく、

自ら関心を持って積極的に取組んでいくこと

が大切だと思います。そうやって武蔵や

TREND-POINTを使いながら2現場もこな

せば、誰でもICTの便利さを実感できるよう

になるはず。そうすれば、きっとどの現場でも

ICTを使いたくなると思いますよ。

一般県道三原本郷線道路改良工事（大西工区）現場を
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